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当院では、

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
の使用を促進しております。

当院では、患者さんの自己負担軽減を目指し、持続可能な医療保
険制度を維持するため、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用を
促進しております。
また、患者さんが服用されている後発医薬品の供給が不足した場合
に備え、治療計画を適切に見直せるよう、以下の体制を整えています。

その1 積極的な情報収集

後発医薬品の供給状況を日頃から確認し、供給不足に迅速な対
応ができるよう備えています。

その2 代替医薬品の検討

後発医薬品の供給が不足した際には、同等の効果を持つ代替医
薬品を検討し、治療が継続できるよう努めています。

その3 患者さんへの説明

治療計画に変更がある場合には、患者さんにその理由と選択肢を丁
寧にご説明いたします。

ご不明な点やご質問があれば、主治医または薬剤師にお声掛けくだ
さい。
患者さんの健康を第一に考え、適切な治療を提供いたします。


